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は
じ
め
に

　

こ
の
論
文
は
、
近
代
の
日
本
に
お
け
る
音
楽
文
化
の
変
化
を
、
都

市
の
地
理
的
条
件
と
イ
ン
フ
ラ
環
境
の
変
化
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
考

察
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
明
治
初
期
か
ら
昭
和
一
〇
年

代
ま
で
の
名
古
屋
に
お
け
る
楽
器
商
の
活
動
の
場
所
を
地
図
上
に

マ
ッ
ピ
ン
グ
し
、
そ
れ
ら
の
場
所
の
都
市
空
間
に
お
け
る
意
味
を
考

え
る
。
な
お
、
楽
器
商
は
楽
器
を
商
う
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
場
合
、

製
作
工
房
を
持
っ
て
い
て
製
作
者
も
兼
ね
て
い
る
の
で
、
本
論
で
は

「
楽
器
商
」
に
楽
器
の
「
製
作
者
」
も
含
め
る
。

　

こ
の
三
〇
年
間
、
新
聞
や
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
資
料
分
析

に
よ
り
演
奏
会
の
ジ
ャ
ン
ル
、
芸
術
家
、
興
行
主
な
ど
を
分
析
し
、

近
代
の
日
本
や
東
ア
ジ
ア
の
音
楽
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
が
活

発
に
行
わ
れ
て
き
た
（W

ang 2004, 2013

、
劉　

二
〇
一
三
、
上

野　

二
〇
一
四
、
福
田　

二
〇
一
五
、
井
口　

二
〇
一
七
）。
し
か

し
な
が
ら
、
楽
器
製
作
者
や
楽
器
商
に
関
す
る
研
究
は
、
ヤ
マ
ハ
ピ

ア
ノ
（
前
間
、
岩
野　

二
○
〇
一
）
や
鈴
木
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
（
井
上

　

二
〇
一
四
）
な
ど
の
大
手
メ
ー
カ
ー
に
関
す
る
も
の
を
除
け
ば
、

ほ
と
ん
ど
な
い
。
筆
者
は
数
年
前
に
、
名
古
屋
の
商
家
で
保
存
さ
れ

て
い
た
雅
楽
の
演
奏
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
楽
譜
の
資
料
調
査
を
行
っ
た

際
に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の
音
楽
家
が
明
治
期
の
名
古
屋
の
雅
楽
の
復
興

に
多
大
な
貢
献
を
し
た
こ
と
を
知
っ
た
（
寺
内　

二
〇
一
五
）。
彼

ら
の
中
に
は
多
く
の
楽
器
商
が
含
ま
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
楽
器
商

た
ち
は
、
楽
器
を
提
供
す
る
と
同
時
に
実
際
の
演
奏
に
も
携
わ
っ
て

お
り
、
音
楽
文
化
の
形
成
や
変
化
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

楽
器
商
の
研
究
は
、
大
き
く
分
け
て
、
個
々
の
楽
器
商
の
歴
史
を

細
か
く
辿
る
ミ
ク
ロ
な
視
点
と
、
あ
る
時
代
の
複
数
の
楽
器
商
の
分

布
や
活
動
傾
向
、
あ
る
い
は
楽
器
商
の
分
布
の
時
代
的
変
遷
を
描
く

マ
ク
ロ
な
視
点
が
可
能
で
あ
る
。
本
論
で
は
後
者
の
視
点
に
よ
り
、

名
古
屋
市
内
の
楽
器
商
の
出
現
、分
布
、移
動
な
ど
を
地
図
上
に
マ
ッ

ピ
ン
グ
し
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
楽
器
が
作
ら
れ
、
売
ら

れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
ら
の
場
所
が
都
市
空
間
の
中

で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
考
え
る
。

　
都
市
の
発
展
と
音
楽
環
境
の
変
化
―
近
代
名
古
屋
に
お
け
る
楽
器
商
の
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺　

内　

直　

子　



図一　18 世紀初頭の名古屋城下二
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江
戸
時
代
の
名
古
屋
の
都
市
空
間
と
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ

　

近
代
の
名
古
屋
の
楽
器
商
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
に
、
江
戸
時
代

ま
で
の
名
古
屋
の
都
市
空
間
の
基
本
的
な
理
解
を
し
て
お
き
た
い
。

名
古
屋
は
江
戸
時
代
初
期
に
、
街
の
北
端
に
名
古
屋
城
一
が
築
か
れ
、

南
側
に
城
下
町
が
広
が
る
（
図
一
）。
城
の
す
ぐ
南
に
裕
福
な
商
家

が
軒
を
連
ね
て
い
た
。
市
内
北
部
の
こ
の
地
域
を
と
り
あ
え
ず
「
山

の
手
」
と
呼
ん
で
お
く
。
町
か
ら
出
る
大
き
な
通
り
は
い
く
つ
か
あ

る
が
、
大
手
門
の
前
か
ら
南
に
下
が
る
本
町
通
り
が
メ
イ
ン
ス
ト

リ
ー
ト
で
、橘
町
付
近
に
城
下
と
郊
外
を
分
け
る
大
木
戸
が
あ
っ
た
。

こ
の
他
、
北
東
、
東
、
西
方
向
に
大
き
な
街
道
が
延
び
て
い
た
。
寺

町
は
市
街
の
南
と
東
に
あ
っ
た
。
武
家
屋
敷
は
、
城
の
西
と
東
、
お

よ
び
、
商
家
を
取
り
囲
ん
だ
東
・
西
・
南
の
地
域
に
分
布
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
名
古
屋
の
町
は
身
分
階
層
ご
と
に
あ
る

程
度
居
住
地
区
が
分
け
ら
れ
て
い
た
。
図
一
を
見
て
わ
か
る
通
り
、

城
下
町
の
範
囲
は
現
在
の
名
古
屋
の
町
の
範
囲
よ
り
は
る
か
に
狭
く

限
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
町
が
台
地
上
に
造
成
さ
れ
た
と
い
う
地

勢
的
制
約
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
以
外
の
場
所
は
低

湿
地
で
居
住
に
は
適
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

図
二
は
国
土
地
理
院
の
デ
ジ
タ
ル
地
勢
図
で
あ
る
。
名
古
屋
の
町

が
一
〇
〜
一
五
メ
ー
ト
ル
の
台
地
上
に
築
か
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く

わ
か
る
。
台
地
の
南
端
に
あ
る
の
が
熱
田
神
宮
で
あ
る
。
今
日
の
名

古
屋
駅
は
台
地
の
西
側
の
低
湿
地
だ
っ
た
場
所
に
位
置
す
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
が
ど
の
よ
う
な
音
楽
に
親
し
ん
で
い
た
の
か

は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
能
は
武
家
の
式
楽
だ
っ
た
。
ま
た
、
裕
福

な
商
人
で
能
を
嗜
む
も
の
も
多
か
っ
た
。
名
古
屋
で
も
城
内
、
武
家

屋
敷
、
商
家
で
は
能
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
（
飯
塚
一
九
九
九
）。

ま
た
、
大
手
門
の
内
側
に
あ
っ
た
東
照
宮
で
は
祭
礼
に
雅
楽
を
用

い
、
尾
張
藩
は
下
級
武
士
を
楽
人
と
し
て
奉
仕
さ
せ
て
い
た
（
清
水

　

二
〇
〇
四
、
寺
内　

二
〇
一
五
）。
ま
た
、
禁
裏
楽
人
が
名
古
屋



図二　現在の名古屋の地勢（国土地理院、陰影図の上
に文字を重ねた） 四
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や
美
濃
を
訪
れ
て
、
武
士
、
裕
福
な
商
人
、
僧
侶
な
ど
の
素
人
弟
子

に
稽
古
を
し
て
い
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
（
南
谷　

二
〇
〇
五
、

岸
野　

二
〇
一
三
、
寺
内　

二
〇
一
七
）。
武
士
や
商
家
の
妻
や
娘

は
箏
三

を
習
っ
て
い
た
。
一
方
、
城
下
の
南
の
寺
町
の
、
大
須
観
音

（
真
福
寺
）、
清
寿
院
、
若
宮
八
幡
の
境
内
で
は
、
見
せ
物
や
歌
舞
伎

興
行
が
行
わ
れ
（
名
古
屋
市
博
物
館　

二
〇
一
三
）、
参
詣
が
て
ら

芝
居
な
ど
を
楽
し
む
庶
民
が
集
っ
て
い
た
五
。
こ
の
地
域
を
便
宜
的

に
「
下
町
」
と
呼
ん
で
お
く
。
大
須
観
音
付
近
で
は
、
歌
舞
伎
に
使

わ
れ
る
三
味
線
音
楽
な
ど
が
主
と
し
て
聞
こ
え
て
い
た
と
推
測
さ
れ

る
。
三
味
線
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
市
内
北
部
の
商
家
が
並
ぶ
地

域
で
も
、
酒
宴
の
席
な
ど
で
芸
者
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

明
治
維
新
後

　

明
治
維
新
は
、名
古
屋
に
も
根
本
的
な
社
会
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

ま
ず
、
武
士
階
級
の
消
滅
と
と
も
に
、
雅
楽
と
能
を
保
護
し
て
い
た

パ
ト
ロ
ン
が
消
え
た
。
武
士
に
代
わ
り
、
名
古
屋
で
は
楽
器
商
を
含

む
裕
福
な
商
人
と
浄
土
真
宗
の
僧
侶
た
ち
が
、
雅
楽
と
能
の
庇
護
者

と
な
っ
て
い
く
（
飯
塚
一
九
九
九
、
寺
内　

二
〇
一
五
）。
音
楽
面

で
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
変
化
は
、
西
洋
音
楽
の
導
入
で
あ
る
。
後

述
す
る
よ
う
に
、一
八
八
〇
年
代
に
は
西
洋
楽
器
の
製
造
業
が
現
れ
、

一
九
一
〇
年
前
後
に
は
蓄
音
器
や
レ
コ
ー
ド
の
製
造
・
販
売
店
が
現

れ
る
。
以
下
に
、
時
代
を
追
っ
て
名
古
屋
市
内
に
ど
の
よ
う
に
楽
器

商
が
あ
っ
た
の
か
を
見
て
み
よ
う
。
主
た
る
資
料
は
、
商
工
業
者
の



図三『尾三農商工繁昌記』（1884）より
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名
鑑
、
勧
業
博
覧
会
の
出
品
目
録
、
電
話
帳
で
あ
る
（
表
一
）。

　

図
三
は
『
尾
三
農
商
工
繁
昌
記
』（
一
八
八
四
）（
資
料

（3）
）
に
見

え
る
「
琴
三
味
線
製
造
職　

吉
田
斧
吉
」
で
あ
る
。
裏
門
前
町
に
店

を
出
し
て
い
た
六
。
裏
門
前
町
は
大
須
観
音
に
も
近
い
、
南
の
寺
町

の
一
画
で
あ
る
。
初
期
の
商
工
業
者
の
名
鑑
は
、
こ
の
よ
う
に
簡
潔

で
情
報
が
少
な
い
。
図
四
は『
愛
知
県
実
業
家
人
名
録
』（
一
八
九
四
）

（
資
料

（6）
）
に
見
え
る
、
三
輪
オ
ル
ガ
ン
製
造
所
（
右
）
と
田
中
惣

太
郎
（
糸
伍
、
琴
栄
）（
左
）
の
広
告
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
広
告
で

あ
る
の
で
、
取
り
扱
っ
て
い
る
商
品
が
か
な
り
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
三
輪
オ
ル
ガ
ン
は
、
名
古
屋
市
下
の
東
部
、
駿
河
町
に
あ
り
、

オ
ル
ガ
ン
各
種
と
ピ
ア
ノ
、
手
風
琴
、
紙
腔
琴
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

オ
ル
ゴ
ー
ル
な
ど
を
扱
っ
て
い
た
。
一
方
、
田
中
惣
太
郎
の
方
は
伝

統
楽
器
店
で
、
本
店
「
田
中
惣
太
郎
」
は
一
宮
町
に
あ
っ
た
が
、
そ

の
支
店
の
「
糸
伍
」
と
「
琴
栄
」
は
、
名
古
屋
市
内
中
央
の
い
わ
ゆ

る
「
山
の
手
」
の
商
業
地
区
に
位
置
し
て
お
り
、
琴
、
三
味
線
と
そ

の
糸
を
扱
っ
て
い
た
。 

　

表
一
に
示
し
た
一
八
七
一
年
か
ら
一
九
三
八
年
ま
で
の
こ
れ
ら
の

資
料
に
は
、 

延
べ
四
〇
〇
件
の
楽
器
商
の
名
前
が
見
え
る
。
繰
り
返

し
登
場
す
る
も
の
も
あ
れ
ば
、一
回
き
り
で
姿
を
消
す
も
の
も
あ
る
。

こ
こ
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
登



図四『愛知実業家人名録』（1894）より

35

場
し
な
い
こ
と
が
、
必
ず
し
も
そ
の
楽
器
商
が
存
在
し
な
か
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
回
し
か

見
え
な
い
店
も
、
じ
つ
は
、
戦
後
ま
で
存
続
し
て
い
た
と
い
う
例
も

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、こ
れ
ら
の
資
料
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
事
実
は
、

そ
の
店
の
活
動
の
あ
く
ま
で
一
部
で
あ
り
全
て
で
は
な
い
、
と
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

　

表
二
は
表
一
の
う
ち
明
治
時
代
の
資
料
に
現
れ
る
楽
器
商
の
一
覧

で
あ
る
。
資
料
番
号
の
(1)
か
ら
(16)
は
、
表
一
の
資
料
番
号
と
対
応

し
て
い
る
。
一
番
古
い
資
料
は
一
八
七
一
年
刊
、
新
し
い
も
の
は

一
九
一
二
年
刊
で
あ
る
。
一
八
七
〇
年
代
の
も
っ
と
も
早
い
資
料
に

は
、浅

田
屋　

太
右
エ
門

浅
田
屋　

吉
田
斧
吉

釘
屋
又
兵
衛

平
野
小
市

と
ら
屋
又
兵
衛

の
五
名
の
名
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
楽
器
商
は
お
そ
ら
く
江
戸
時
代

か
ら
営
業
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際
、
平
野
小
市
に
つ
い
て

は
、
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
「
平
野
小
市
良
金
」
の
名
が
刻
ま

れ
た
古
い
太
鼓
の
胴
が
名
古
屋
市
西
区
に
現
存
し
て
い
る
七

。

　

右
以
外
の
店
も
江
戸
時
代
末
か
ら
営
業
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
も

の
が
数
件
あ
る
。『
京
阪
商
工
営
業
案
内
』（
一
九
一
二
）（
資
料
(16)
）
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に
は
、
各
楽
器
商
の
歴
史
が
「
創
業
×
×
年
」
の
よ
う
に
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
左
記
の
店
は
江
戸
時
代
末
に
は
創
業
し
て

い
た
こ
と
に
な
る
。

中
惣
（
宗
）（
田
鍋
惣
七
）

　

創
業
以
来
八
十
有
余
年
→
一
八
三
〇
年
代
創
業
か

琴
栄
（
田
中
栄
三
郎
）　

　

創
業
以
来
八
十
有
余
年
→
一
八
三
〇
年
代
創
業
か

柏
屋
（
田
中
五
三
郎
）　 

　

創
業
以
来
八
十
有
余
年
→
一
八
三
〇
年
代
創
業
か

田
中
屋
（
高
山
與
助
）　 

　

創
業
以
来
五
十
有
余
年
→
一
八
六
〇
年
代
創
業
か

浅
田
屋
（
加
藤
房
吉
）　 

　

創
業
以
来
九
十
余
年
→
一
八
二
〇
年
代
創
業
か

浅
田
屋
（
吉
田
斧
吉
）　 

　

創
業
以
来
百
五
十
有
余
年
→
一
七
六
〇
年
代
創
業
か

　

同
様
に
、『
愛
知
県
商
業
名
鑑
』（
一
九
二
三
）（
資
料
(24)
）
に
は
、

鶴
屋
（
林
治
兵
衛
（
岩
蔵
））
が
「
創
業　

安
政
年
間
」（
一
八
五
四

〜
五
九
）
と
な
っ
て
い
る
八

。
そ
の
他
の
楽
器
商
に
つ
い
て
は
、
歴

史
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
明
治
初
期
、
一
八
七
〇
〜
九
〇
年
代
に

創
業
し
た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、
小
林
小

五
郎
は
、
同
じ
く
『
愛
知
県
商
業
名
鑑
』（
資
料
(24)
）
に
よ
れ
ば
、

明
治
九
（
一
八
七
六
）
年
七
月
創
業
と
な
っ
て
い
る
。

　

表
二
を
見
て
わ
か
る
通
り
、
鶴
屋
（
林
治
兵
衛
）、
中
宗
（
田
鍋

惣
七
）、
琴
栄
（
田
中
栄
三
郎
）、
小
林
倫
祥
九
ら
は
最
も
頻
繁
に
こ

れ
ら
の
資
料
に
現
れ
る
が
、
彼
ら
は
こ
の
よ
う
な
名
鑑
類
に
名
前
や

広
告
を
載
せ
る
こ
と
の
効
果
を
よ
く
認
識
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

　

表
三
は
表
二
に
あ
る
明
治
期
の
楽
器
商
の
店
舗
の
場
所
を
記
し
た

も
の
で
あ
る
。
図
五
は
そ
れ
を
『
名
古
屋
明
細
全
図
』（
一
八
九
五
）

の
上
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
も
の
で
あ
る
。
白
抜
き
の
「
◯
」
で
示
し

た
箇
所
が
箏
、
三
味
線
、
能
、
雅
楽
な
ど
の
伝
統
楽
器
を
扱
う
店
舗

で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
、
い
わ
ゆ
る
山
の
手
の
商
業
地
区
、
特
に
、

下
長
者
町
、
袋
町
、
伊
倉
町
付
近
に
集
中
し
て
い
る
。
興
味
深
い
こ

と
に
、『
名
越
各
業
独
案
内
』（
一
八
七
一
）（
資
料
(1)
）
に
よ
れ
ば
、

こ
の
商
業
地
区
（
特
に
、
長
者
町
、
桑
名
町
、
長
嶋
町
な
ど
）
に
は

多
数
の
芸
妓
の
置
屋
が
あ
っ
た
。
彼
女
達
は
こ
れ
ら
の
楽
器
店
の
良

い
お
得
意
さ
ま
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、
南
部
の
下
町
の
寺

町
付
近
の
門
前
町
や
裏
門
前
町
に
も
数
件
の
楽
器
店
が
あ
り
、
歌
舞



図五　1871 〜 1912 の楽器店分布
（『名古屋明細全図』（1895）一〇上にマッピング）

◯ = 伝統楽器店、MQ= 明清楽器店、ORG= オルガン店、K= 歌舞伎興行
A= 県会議事堂、B= 愛知県庁、C= 警察署、D= 師範学校、E= 名古屋駅
色の濃い部分は寺社
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伎
小
屋
や
遊
郭
で
の
需
要
を
満
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
八
九
〇
年
以
前
の
資
料
に
は
、
伝
統
楽
器
を
扱
う
楽
器
商
店

の
み
が
見
ら
れ
る
。
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
作
る
鈴
木
楽
器
が
初
め
て

登
場
す
る
の
は
『
第
三
回
内
国
勧
業
博
覧
会
褒
賞
授
与
人
名
録
』

（
一
八
九
〇
）（
資
料
(5)
）
で
あ
る
。
こ
の
資
料
は
、
第
三
回
内
国
勧

業
博
覧
会
で
鈴
木
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
が
三
等
有
功
賞
を
獲
得
し
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。
ま
た
、『
愛
知
県
実
業
家
人
名
録
』（
一
八
九
四
）（
資

料
(6)
）に
は
三
輪
オ
ル
ガ
ン
、『
名
古
屋
市
独
案
内
』（
一
八
九
四
）（
資

料
(7)
）に
は
高
木（
三
輪
）源
吉（
オ
ル
ガ
ン
製
造
）の
名
が
見
え
る
。

三
輪
オ
ル
ガ
ン
、
高
木
オ
ル
ガ
ン
の
歴
史
は
不
詳
だ
が
、
鈴
木
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
歴
史
は
、
こ
の
よ
う
な
名
鑑
の
類
い
か
ら
だ
け
で
も
か

な
り
わ
か
る
。
鈴
木
政
吉
（
一
八
五
九
〜
一
九
四
四
）
は
一
八
八
八

年
二
月
に
市
内
東
部
の
東
門
前
町
で
創
業
し
た
（『
愛
知
県
商
業
名

鑑
』
一
九
二
三
、
資
料
(24)
）。
商
売
は
う
ま
く
い
っ
た
よ
う
で
、『
名

古
屋
商
工
案
内
』（
一
九
一
〇
）（
資
料
(12)
）
で
は
松
山
町
に
新
し
い

工
場
を
持
っ
て
お
り
、『
名
古
屋
商
工
案
内
』（
一
九
一
五
）（
資
料

(20)
）
で
は
、
第
二
工
場
を
石
神
堂
町
に
持
っ
て
い
る
。
一
九
一
六
年

ま
で
に
は
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
加
え
、
チ
ェ
ロ
、
ヴ
ィ
オ
ラ
、
マ
ン

ド
リ
ン
、
ギ
タ
ー
に
も
生
産
を
拡
大
し
て
い
る
（『
東
京
大
正
博
覧

会
審
査
報
告 

第
一
巻
』
資
料
(21)
）。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
新
し

く
導
入
さ
れ
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
や
オ
ル
ガ
ン
な
ど
の
西
洋
楽
器
の
製

造
所
は
、
市
内
中
心
部
の
伝
統
楽
器
の
商
店
が
ひ
し
め
く
商
業
地
区

で
は
な
く
、
町
の
東
側
、
従
来
は
武
家
屋
敷
、
寺
、
空
き
地
が
あ
り
、

城
下
か
ら
東
の
郊
外
へ
と
出
て
行
く
街
道
筋
に
作
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
地
域
は
武
士
の
没
落
な
ど
に
よ
り
比
較
的
土
地
が

求
め
や
す
く
、
新
し
い
工
場
な
ど
の
建
設
に
適
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

 

城
下
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
開
発
と
新
し
い
業
種

　

明
治
維
新
後
、
名
古
屋
城
下
の
都
市
構
造
は
変
わ
っ
て
い
っ
た
。

山
の
手
と
下
町
の
境
付
近
の
東
寄
り
の
地
域
に
、
一
八
七
七
年
頃
ま

で
に
県
会
議
事
堂
、
県
庁
、
警
察
署
、
師
範
学
校
（
そ
れ
ぞ
れ
図
五

の
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
）
が
建
て
ら
れ
た
一
一
。
こ
の
こ
と
は
、
政
治
の

中
心
が
、
名
古
屋
城
か
ら
市
内
の
中
部
の
地
域
に
移
っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
こ
の
地
域
を
仮
に
「
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す

る
。
鉄
道
駅
・
笹
島
駅
（
今
日
の
名
古
屋
駅
の
前
身
）
は
街
の
西
側

の
低
湿
地
に
一
八
八
六
年
に
開
業
し
た
（
名
古
屋
市　

一
九
一
五
：

四
二
四
）。
一
八
九
八
年
に
は
、
市
内
を
東
西
に
走
る
路
面
電
車
が

笹
島
駅
と
県
庁
を
結
ん
だ
（
名
古
屋
市　

一
九
一
五
：
四
三
四
）。

商
人
た
ち
は
次
第
に
、
こ
の
電
車
通
り
添
い
の
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
地
域



(6)
(7)
(8)

(6)
(7)
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に
着
目
し
始
め
た
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
出
来
事
の
一
つ
は
、
伊
藤
呉

服
店
の
移
転
で
あ
る
。
伊
藤
呉
服
店
は
、
今
日
の
松
坂
屋
デ
パ
ー
ト

の
前
身
の
、
江
戸
時
代
か
ら
続
く
名
門
呉
服
商
で
あ
る
。
伊
藤
呉
服

店
は
江
戸
時
代
以
来
、
城
下
で
も
大
手
門
に
近
い
茶
屋
町
で
営
業
し

て
い
た
が
、
一
九
一
〇
年
に
、
電
車
通
り
添
い
の
栄
町
の
角
に
移
転

し
、
三
階
建
の
近
代
建
築
の
デ
パ
ー
ト
と
し
て
営
業
を
始
め
た
一
二
。

楽
器
店
の
い
く
つ
か
も
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
移
転
し
た
。
例
え
ば
、
鶴

屋
（
林
治
兵
衛
）
は
も
と
も
と
山
の
手
の
北
西
の
上
園
町
に
店
を
構

え
て
い
た
が
（
資
料

       　　　　　　　
　

 

）、
一
九
〇
九
年
ま
で
に
山
の
手
中
南

部
の
下
長
者
町
に
移
転
し
た
（
資
料
(10)
）。
さ
ら
に
、
一
九
三
八
年

ま
で
に
は
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
電
車
通
り
に
面
し
た
御
幸
本
町
通
に

店
を
開
い
て
い
る
（
資
料

(29a)
）。
中
宗
（
田
鍋
惣
七
）
は
、
伝
統
楽

器
店
が
多
く
集
ま
る
山
の
手
の
中
南
部
の
袋
町
で
営
業
し
て
い
た
が

（
資
料　
　

 

）、一
九
二
〇
年
ま
で
に
支
店
を
山
の
手
の
本
町
通
（
大

手
門
か
ら
ま
っ
す
ぐ
南
に
下
る
名
古
屋
の
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
）
の

玉
屋
町
に
開
き
（
資
料
(23)
）、
さ
ら
に
別
の
店
舗
を
一
九
三
五
年
ま

で
に
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
御
幸
本
町
通
に
開
い
て
い
る
（
資
料
(28)
）。

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
開
発
は
、そ
れ
よ
り
南
の
下
町
の
開
発
も
促
し
た
。

後
述
す
る
よ
う
に
新
た
な
産
業
と
し
て
蓄
音
器
、
レ
コ
ー
ド
、
ラ
ジ

オ
を
売
る
店
は
、
一
九
一
〇
年
代
以
降
、
こ
の
南
部
地
域
に
多
く
で

き
て
い
る
。

　

西
洋
音
楽
の
一
般
へ
の
浸
透
と
と
も
に
、
一
九
一
〇
年
頃
か
ら
、

伝
統
楽
器
の
店
も
西
洋
楽
器
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
箏
や

雅
楽
の
楽
器
を
商
っ
て
い
た
小
林
倫
祥
は
、
遅
く
と
も
一
九
一
七

年
ま
で
に
西
洋
の
吹
奏
楽
の
楽
器
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

一
九
一
七
年
の
広
告
に
よ
れ
ば
、
小
林
は
箏
、
雅
楽
の
楽
器
と
並
ん

で
、
陸
海
軍
の
吹
奏
楽
で
使
わ
れ
た
様
々
な
西
洋
楽
器
を
売
っ
て
い

る
（
図
六
）（
資
料
(22)
）。
ま
た
、
一
九
一
二
年
の
『
京
阪
商
工
営
業

案
内
』（
資
料
(16)
）
に
よ
れ
ば
、柏
屋
（
田
中
五
三
郎
）
と
中
宗
（
田

鍋
惣
七
）
も
、
西
洋
楽
器
を
扱
っ
て
い
る
。

　

一
九
一
〇
年
に
は
、
も
う
一
つ
の
新
し
い
波
が
名
古
屋
の
音
楽
文

化
に
寄
せ
来
た
っ
た
。
表
四
は
一
九
一
一
年
か
ら
三
八
年
ま
で
の
資

料
に
現
れ
る
、
蓄
音
器
、
レ
コ
ー
ド
、
ラ
ジ
オ
を
扱
う
店
の
リ
ス
ト

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
厳
密
に
は
「
楽
器
商
」
と
は
言
え
な
い
の
か
も

し
れ
な
い
が
、
音
楽
メ
デ
ィ
ア
を
扱
う
と
い
う
意
味
で
音
楽
産
業
の

重
要
な
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。『
名
古
屋
商
工
案
内
』（
一
九
一
一
）

（
資
料
(14)
）
に
は
「
楽
器
、
蓄
音
器
」
と
い
う
欄
が
見
え
る
。
日
本

で
国
産
の
蓄
音
器
製
造
が
始
ま
る
の
は
一
九
一
〇
年
頃
と
言
わ
れ
て

い
る
。最
初
の
国
際
蓄
音
器
は
日
本
蓄
音
器
商
会
が
製
作
し
た「
ニ
ッ

ポ
ノ
フ
ォ
ン
」
で
あ
っ
た
一
三

。
名
古
屋
に
お
い
て
は
、
前
掲
資
料



図六　小林倫祥の広告（左頁）（『名古屋商工案内』
（1917）より）
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(14)
に
は
蓄
音
器
を
扱
う
店
と
し
て
は
「
後
藤
時
計
店　

蓄
音
器　

卸

小
売
」が
見
え
る
だ
け
だ
が
、『
名
古
屋
商
工
案
内
』（
一
九
一
四
）（
資

料
(19)
）
に
は
五
軒
見
え
る
（
後
藤
時
計
店
、
愛
知
時
計
電
機
、
水
野

信
次
郎
、
知
新
堂
、
日
本
蓄
音
器
商
会
）。
一
九
三
八
年
に
は
二
七

軒
に
増
え
て
い
る
（
資
料

(29b)
）。

　

ラ
ジ
オ
放
送
は
日
本
で
は
一
九
二
五
年
に
始
ま
っ
た
一
四

。
名
古

屋
で
は
、
一
九
二
八
年
の
『
名
古
屋
商
工
案
内
』（
蓄
音
器
、
ラ

ヂ
オ
の
部
）（
資
料

(27b)
）
に
一
七
軒
の
ラ
ジ
オ
商
店
が
見
え
る
。

一
九
三
八
年
に
は
、
さ
ら
に
一
六
軒
の
店
が
加
わ
っ
た
（
資
料

(29b)
）。

興
味
深
い
こ
と
に
、『
名
古
屋
商
工
案
内
』（
一
九
二
八
）
で
は
音
楽

関
係
の
業
種
は
「
楽
器
」
と
「
蓄
音
器
、
ラ
ヂ
オ
」
に
分
か
れ
て
い

る
が
（
資
料

（27a）
、（27b）
）、『
名
古
屋
商
工
案
内
』（
一
九
三
八
）
で
は
「
楽

器
、
蓄
音
器
」
と
「
ラ
ヂ
オ
」
に
分
か
れ
て
い
る
（
資
料

（29a）
、

（29b）
）。

ラ
ジ
オ
の
製
作
、
販
売
が
一
大
産
業
と
し
て
成
長
し
、
商
工
案
内
で

「
独
立
し
た
」
業
種
と
し
て
認
め
ら
れ
た
結
果
と
推
測
さ
れ
る
。
蓄

音
器
を
扱
っ
て
い
た
三
悦
蓄
音
器
商
会
、
長
谷
川
時
計
舗
、
江
崎
蓄

音
器
商
会
、
帝
国
発
明
社
な
ど
も
一
九
二
八
年
ま
で
に
は
ラ
ジ
オ
を

扱
う
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

も
う
一
つ
の
興
味
深
い
現
象
は
、
音
楽
以
外
の
業
種
の
音
楽
へ
の

参
入
で
あ
る
。
書
店
の
星
野
（
文
星
堂
）
は
一
九
一
〇
年
代
に
楽
器

の
販
売
を
手
が
け
る
よ
う
に
な
り
、
幾
つ
か
の
時
計
メ
ー
カ
ー
は
、

右
に
示
し
た
通
り
同
じ
く
一
九
一
〇
年
代
に
蓄
音
器
の
製
造
販
売
に

関
わ
る
よ
う
に
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
新
し
い
技
術
に
よ
る
音
楽
産
業
の
店
舗
（
工
場
）
を

『
名
古
屋
市
街
新
地
図
』
の
上
に
マ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
み
よ
う
（
図
七
）。

ほ
と
ん
ど
が
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
か
南
部
の
下
町
に
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
特
に
、
路
面
電
車
の
通
り
と
、
そ
こ
か
ら
南
に
伸
び
る
大
き
な



図七　1911 〜 1938 年の新興音響機器店の分布
（『名古屋市街新地図』一五 （1917）上にマッピング）

◇ = 蓄音器、レコード、ラジオ店
E= 名古屋駅、F= 千種駅、G= 鶴舞公園
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通
り
（
本
町
通
り
と
大
津
通
り
）
に
集
中
し
て
い
る
。
も
う
一
点
注

目
す
べ
き
は
、
幾
つ
か
の
店
は
、
従
来
の
市
街
の
外
郭
の
南
東
の
低

地
の
川
の
近
く
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

東
南
地
域
の
開
発

　

名
古
屋
の
東
南
は
、
精
進
川
と
い
う
曲
が
り
く
ね
っ
た
川
が
流
れ

る
湿
地
帯
だ
っ
た
。
前
掲
図
五
『
名
古
屋
明
細
全
図
』（
一
八
九
五
）

の
右
下
部
分
を
見
る
と
、
い
く
筋
に
も
分
か
れ
る
川
と
大
き
な
池
が

あ
り
、
そ
の
他
は
田
ん
ぼ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
地
域
は
、
鉄
道
が

開
通
し
、
治
水
整
備
さ
れ
て
以
降
、
大
規
模
に
開
発
さ
れ
た
。
鉄
道

の
千
種
駅
（
図
七
F
）
が
開
業
し
た
の
は
一
九
〇
〇
年
で
あ
る
（
名

古
屋
市　

一
九
一
五
：
四
二
七
）。
精
進
川
は
一
九
一
〇
年
に
は
直

線
に
改
修
さ
れ
、
新
堀
川
と
名
も
改
め
ら
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
こ
の

地
域
は
居
住
可
能
地
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
っ
た
一
六
。
そ
れ
に
伴

い
、
蓄
音
器
や
ラ
ジ
オ
の
店
が
進
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
一
〇
年
、
こ
の
東
南
地
区
で
名
古
屋
の
発
展
に
と
っ
て
重
要

な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
。
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
で
あ

る
。
国
の
レ
ベ
ル
で
は
「
内
国
勧
業
博
覧
会
」
一
七
と
し
て
開
催
さ

れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
、地
方
の
府
県
レ
ベ
ル
の
も
の
で
あ
る
。
会
場
は
、

現
在
鶴
舞
公
園
と
な
っ
て
い
る
場
所
（
図
七
G
）
で
あ
る
。
共
進

会
の
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
三
一
棟
も
の
建
物
が
造
ら
れ
、
夜

に
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も
さ
れ
た
。
壮
麗
な
洋
風
建
築
は
人
々
の
目
を

驚
か
し
た
が
、
和
風
、
も
し
く
は
和
洋
折
衷
の
建
物
も
見
え
る
（
大

阪
市
役
所　

一
九
一
〇
）。
建
物
の
ほ
と
ん
ど
は
工
業
製
品
の
展
示

の
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
余
興
の
た
め
の
も
の
も
少
な
か
ら
ず

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
広
告
塔
、
博
物
場
、
名
古
屋
踊
り
の
劇
場
、
サ
ー

カ
ス
の
テ
ン
ト
、
映
画
館
、
そ
し
て
茶
屋
な
ど
が
、
博
覧
会
の
写
真

帖
に
見
え
る
（
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
愛
知
県
協
賛
会　

一
九
一
〇
）。会
場
の
中
心
付
近
に
は
八
角
形
の
野
外
音
楽
堂
が
あ
っ

た
（
図
八
）。
こ
れ
に
先
立
つ
一
九
〇
五
年
に
は
、
東
京
の
日
比
谷
公

園
に
同
様
の
野
外
音
楽
堂
が
造
ら
れ
て
い
る
一
八
。
地
元
の
「
名
古
屋

新
聞
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
音
楽
堂
で
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
、
グ

ノ
ー
な
ど
の
音
楽
が
「
名
古
屋
音
楽
会
」
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
た
一
九

。

博
覧
会
終
了
後
、
こ
の
場
所
は
鶴
舞
公
園
と
な
り
二
〇
、
大
正
年
間

に
な
る
と
、
こ
の
奏
楽
堂
で
は
陸
軍
第
四
師
団
の
音
楽
会
が
催
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
二
一
。
第
四
師
団
軍
楽
隊
は
市
民
に
惜
し
ま
れ
な
が

ら
一
九
二
二
年
に
は
解
散
す
る
が
二
二
、
市
民
の
記
憶
に
公
園
の
風

景
と
と
も
に
西
洋
音
楽
の
音
を
刻
み
つ
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

広
々
と
し
た
公
園
、
博
覧
会
、
吹
奏
楽
の
音
楽
は
、
名
古
屋
の
近

代
化
を
象
徴
す
る
ア
イ
コ
ン
で
あ
る
。
こ
れ
は
東
京
、
大
阪
、
京
都



図八　共進会場の奏楽堂 二三
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な
ど
、
日
本
の
他
の
都
市
で
も
同
様
で
あ
る
。
今
日
、
鶴
舞
公
園
は

現
存
し
て
い
る
。
一
九
九
七
年
に
は
明
治
時
代
と
同
じ
様
式
の
奏
楽

堂
が
復
元
さ
れ
二
四
、百
年
前
の
祝
祭
的
な
音
の
風
景
を
思
い
出
さ
せ

る
縁
と
な
っ
て
い
る
。

ま
と
め

　

名
古
屋
は
尾
張
徳
川
家
の
城
下
町
と
し
て
発
展
し
た
。
町
は
台
地

上
に
形
成
さ
れ
、
城
に
近
い
旧
山
の
手
地
区
は
政
治
と
経
済
の
中
心

地
で
あ
っ
た
。
伝
統
楽
器
を
扱
う
多
く
の
店
も
こ
の
地
区
で
商
い
を

行
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
一
八
七
〇
年
代
に
政
治
の
中
心
が
新
し
い

県
庁
や
警
察
署
が
置
か
れ
た
町
の
中
東
部
に
移
り
、
東
の
地
区
が
再

開
発
さ
れ
、
西
洋
楽
器
を
製
造
す
る
楽
器
商
が
こ
の
東
部
地
区
に
多

く
開
業
し
た
。

　

名
古
屋
（
笹
島
）
駅
が
完
成
し
た
の
は
一
八
八
六
年
で
、

一
八
九
八
年
に
は
こ
の
駅
と
県
庁
を
結
ぶ
路
面
電
車
が
開
通
し
た
。

そ
れ
か
ら
町
の
中
部
の
電
車
通
り
沿
線
の
発
展
が
促
進
さ
れ
、
同
時

に
南
部
の
下
町
も
再
開
発
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
蓄
音
器
や
ラ
ジ
オ

な
ど
の
新
し
い
技
術
を
扱
う
た
く
さ
ん
の
音
楽
関
係
の
店
舗
が
開
業

し
た
。
町
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
シ
ョ
ウ
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
か
ら
流
れ

て
来
る
蓄
音
器
や
ラ
ジ
オ
の
音
は
、
路
面
電
車
や
洋
風
建
築
の
風
景

と
と
も
に
、
脳
裏
に
刻
ま
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
東
南
の
低
湿
地
帯

は
排
水
工
事
が
施
さ
れ
、居
住
可
能
な
都
市
の
一
部
へ
と
変
貌
し
た
。

広
々
と
し
た
公
園
の
風
景
や
、
そ
こ
で
演
奏
さ
れ
る
軍
楽
隊
の
吹
奏

楽
は
、
荒
ぶ
る
自
然
に
打
ち
勝
っ
た
人
間
の
技
術
の
勝
利
を
象
徴
す

る
光
景
で
あ
り
、
音
風
景
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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今
日
の
名
古
屋
の
町
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
や
高
層
ビ
ル
で
埋
め

尽
く
さ
れ
て
お
り
、
景
観
が
近
代
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
土

地
の
高
低
差
も
わ
か
り
に
く
い
。
し
か
し
、
近
代
の
名
古
屋
の
人
々

に
と
っ
て
、
江
戸
時
代
の
土
地
の
記
憶
は
ま
だ
生
々
し
い
も
の
で
あ

り
、
楽
器
店
、
楽
器
工
場
、
あ
る
い
は
奏
楽
堂
は
、
そ
れ
ら
が
建
て

ら
れ
た
場
所
の
地
勢
学
的
な
条
件
や
文
化
的
歴
史
と
、
そ
の
音
楽

ジ
ャ
ン
ル
の
享
受
者
の
階
層
や
歴
史
を
反
映
し
て
、
あ
る
べ
く
し
て

そ
こ
に
あ
り
、
造
ら
れ
る
べ
く
し
て
、
そ
こ
に
造
ら
れ
た
と
言
え
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

参
照
文
献
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

愛
知
県　
「
愛
知
県
庁
舎
の
歴
史
」

　

https://w
w

w
.pref.aichi.jp/soshiki/zaisan/0000022202.

htm
l

浅
田
屋　
「
三
味
線
屋
『
浅
田
屋
』
六
代
目　

吉
田
和
正
」

　

http://w
w

w
.ooooosu.com

/

三
味
線
屋
『
浅
田
屋
』-

6
代
目

-

吉
田
和
正/

飯
塚 

恵
理
人　

一
九
九
九
『
近
世
能
楽
史
の
研
究
―
東
海
地
域
を

中
心
に
』
東
京
、
雄
山
閣
出
版
。

井
口
淳
子　

二
〇
一
七
「
ス
ト
ロ
ー
ク
の
ア
ジ
ア
ツ
ア
ー
―
東
上

海
租
界
で
発
行
さ
れ
た
英
字
新
聞
に
も
と
づ
い
て
」『
音
楽
学
』

六
二
（
二
）、
七
三
〜
八
五
。

井
上
さ
つ
き　

二
〇
一
四
『
日
本
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
王
―
鈴
木
政
吉

の
生
涯
と
幻
の
名
器
』
東
京
、
中
央
公
論
新
社
。

上
野
正
章　

二
〇
一
四
「『
京
都
日
出
新
聞
』
に
連
載
さ
れ
た
『
写

生
廿
四
時
』
か
ら
聴
い
た
明
治
期
末
の
京
都
の
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
」『
サ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
』
一
五
（
一
）、
一
九
〜
二
七
。

N
H

K

放
送
文
化
研
究
所　
「
歴
史
」https://w

w
w

.nhk.or.jp/
bunken/about/history.htm

l

大
阪
市
役
所　

一
九
一
〇
『
関
西
府
県
連
合
共
進
会
調
査
報
告
』
大

阪
、
大
阪
市
役
所
。

岡
田
文
園
、
野
口
梅
居
、
小
田
切
春
江　

一
八
四
四
『
尾
張
名
所
図

会
』
前
編
、
巻
一
、
名
古
屋
、
菱
屋
久
兵
衛
、
菱
屋
久
八
郎
合
梓
。

愛
知
県
図
書
館
「
貴
重
和
本
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
で
ネ
ッ

ト
公
開
。

　

https://w
ebsv.aichi-pref-library.jp/w

ahon/detail/94.
htm

l

小
澤
優
子　

二
〇
一
〇
「
明
治
四
十
年
代
の
名
古
屋
の
洋
楽
受
容
―

名
古
屋
新
聞
の
奏
楽
記
事
を
中
心
に
」『
愛
知
県
立
芸
術
大
学
紀

要
』
四
二
、一
三
三
〜
一
四
四
。

岸
野
俊
彦　

二
〇
一
三
「
雅
楽
師
東
儀
文
均
と
尾
張
、
美
濃
、
三
河
」

『
名
古
屋
芸
術
大
学
紀
要
』
三
四
、三
八
五
〜
四
〇
〇
。

靴
デ
ザ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
ス
ク
ー
ル
運
営
委
員
会　
「
名
古
屋
に
お
け
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る
靴
づ
く
り
の
歩
み
」

　

http://w
w

w
.m

adeinnagoya.com
/m

ake_shoes.htm
l

国
会
図
書
館　
「
博
覧
会
―
近
代
技
術
の
展
示
場
」

　

https://w
w

w
.ndl.go.jp/exposition/s3/index.htm

l

国
土
地
理
院　
「
陰
影
起
伏
図
」http://w

w
w

.gsi.go.jp/bousaichiri/
hillshadem

ap.htm
l

清
水
禎
子　

二
〇
〇
四「
尾
張
に
お
け
る
奏
楽
人
の
活
動
に
つ
い
て
」

『
尾
張
藩
社
会
の
総
合
研
究
』（
岸
野
俊
彦
編
）
第
二
巻
、
大
阪
、

清
文
堂
出
版
、
三
一
六
〜
三
四
四
頁
。

第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
記
念
愛
知
県
協
賛
会　

一
九
一
〇

『
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
記
念
写
真
帖
』
名
古
屋
、
愛
知

県
協
賛
会
。

高
橋
理
喜
男　

一
九
六
六
「
公
園
の
開
発
に
及
ぼ
し
た
博
覧
会
の
影

響
」『
造
園
雑
誌
』
三
〇
（
一
）、
一
二
〜
二
四
。

大
丸
松
坂
屋
百
貨
店　
「
沿
革　

松
坂
屋
の
歴
史
」

　

http://w
w

w
.daim

aru-m
atsuzakaya.com

/history.htm
l　

丹
下
聡
子　

二
〇
一
八
「
陸
軍
第
三
師
団
軍
楽
隊
に
よ
る
鶴
舞
公
園

で
の
音
楽
会
」『
愛
知
県
立
芸
術
大
学
紀
要
』
四
八
、一
六
九
〜

一
八
一
。

寺
内
直
子　

二
〇
一
五
「
名
古
屋
に
お
け
る
雅
楽
伝
承
の
一
断
面
―

幕
末
か
ら
明
治
へ
」『
日
本
文
化
論
年
報
』
一
八
、一
七
〜
五
三
。

―
―　

二
〇
一
七
「
知
と
技
の
伝
播
と
共
有
―
美
濃
高
須
の
豪
商
吉

田
家
の
文
化
活
動
」『
日
本
文
化
論
年
報
』
二
〇
、一
〜
四
二
。

東
京
都
公
園
協
会　
「
日
比
谷
公
園
の
歴
史
」

　

https://w
w

w
.tokyo-park.or.jp/special/hibiya110th/

history.htm
l

名
古
屋
市　

一
九
一
五
『
名
古
屋
市
史　

政
治
編
』
第
三
巻
、
名
古

屋
市
。　

名
古
屋
市
博
物
館　

二
〇
一
三
『
名
古
屋
城
下
お
調
べ
帳
』
名
古
屋

市
博
物
館
。

名
古
屋
城　
「
名
古
屋
城
の
歴
史
」

　

https://w
w

w
.nagoyajo.city.nagoya.jp/learn/history/

chronology/

『
名
古
屋
市
街
新
地
図
』一
九
一
七
、大
阪
、岸
谷
伝
次
郎
編
集
・
発
行
、

駸
々
堂
旅
行
案
内
部
発
行
。
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所

蔵
。

　

http://lapis.nichibun.ac.jp/chizu/santoshi_2267.htm
l

『
名
古
屋
明
細
全
図
』
一
八
九
五
、
名
古
屋
、
上
田
銀
次
郎
譲
受
、

一
盛
堂
各
書
林
大
売
捌
。
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。

　
http://lapis.nichibun.ac.jp/chizu/santoshi_2296.htm

l

名
古
屋
市
緑
政
土
木
局　

二
〇
一
四
『
鶴
舞
公
園
管
理
運
営
方
針
』

名
古
屋
、
名
古
屋
市
緑
政
土
木
局
。

　

http://w
w

w
.city.nagoya.jp/ryokuseidoboku/cm

sfiles/
contents/0000060/60436/03tsurum

a.pdf　
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日
本
コ
ロ
ム
ビ
ア　

二
〇
一
〇
「
会
社
沿
革
」

　

https://colum
bia.jp/com

pany/corporate/history/index.
htm

l　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク2010　

二
〇
一
一
ａ
「
明
治
時
代
の
名
古
屋
―
建

設
中
の
い
と
う
呉
服
店
」

　

http://netw
ork2010.org/article/59

―
―
―　

二
〇
一
一
ｂ「
明
治
時
代
の
名
古
屋
―
新
堀
河（
精
進
川
）」

　

http://netw
ork2010.org/article/85

―
―
―　

二
〇
一
一
ｃ「
大
正
時
代
の
名
古
屋
―
旭
遊
郭（
花
園
町
）」

　

http://netw
ork2010.org/article/108

福
田
千
絵　

二
〇
一
五
「
雑
誌
『
三
曲
』
に
見
ら
れ
る
三
曲
演
奏
会

の
変
遷
―
一
九
二
一
年
か
ら
四
四
年
の
演
奏
会
情
報
を
通
し
て
」

『
東
洋
音
楽
研
究
』
八
〇
、二
一
〜
四
〇
。

前
間
孝
則
、
岩
野
裕
一　

二
〇
〇
一
『
日
本
の
ピ
ア
ノ
一
〇
〇
年
―

ピ
ア
ノ
づ
く
り
に
賭
け
た
人
々
』
東
京
、
草
思
社
。

南
谷
美
保　

二
〇
〇
五
「
江
戸
時
代
の
雅
楽
愛
好
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

―
東
儀
文
均
の
『
楽
所
日
記
』
嘉
永
六
年
の
記
録
よ
り
見
え
る

も
の
」『
四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
紀
要
』
四
〇
、二
一
〜
四
三
。

劉
麟
玉　

二
〇
一
三
「
民
族
音
楽
学
者
桝
源
次
郎
再
考
―
日
本
と
イ

ン
ド
の
間
の
足
跡
を
辿
る
」『
奈
良
教
育
大
学
紀
要
』
六
二
（
一
）、

九
七
〜
一
〇
四
。

W
ang, Y

ing fen　

王
櫻
芬 2004 

“The banning and "revival" 

of H
an m

usic in w
artim

e T
aiw

an: based on the 
observations m

ade by the T
aiw

an m
usic investigation 

team
 in 1943.

” H
u
m

a
n
ita

s T
a
iw

a
n
ica  61: 1-24.

―
―
―2013 

“Sounding T
aiw

anese: a prelim
inary study 

on the production strategy of T
aiw

anese records by 
N

ippon Phonograph C
om

pany.

” Jo
u
rn

a
l o

f C
h
in

ese 

ritu
a
l, th

ea
tre a

n
d
 fo

lk
lo

re  182: 7-58.

注一　

天
守
台
は
一
六
一
二
年
に
、
御
殿
は
一
六
一
五
年
に
完
成
し
た
（
名

古
屋
城
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、http://w

w
w

.nagoyajo.city.nagoya.
jp/07_rekishi/index.htm

l　

よ
り
）

二　

蓬
左
文
庫
蔵
『
尾
府
名
古
屋
図
』（
一
七
一
四
）
を
も
と
に
作
成
。

三　

長
方
形
の
胴
に
絃
を
張
り
、
可
動
式
の
箏
柱
を
立
て
て
調
絃
す
る
楽
器

は
、
現
在
は
「
箏
」
と
表
記
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
、
箏
柱
を
用
い
ず
、
胴

の
上
の
勘
所
を
押
さ
え
る
七
絃
琴
の
よ
う
な
楽
器
は
「
琴
」
と
表
記
さ
れ

る
が
、
後
出
す
る
近
代
の
資
料
で
は
こ
の
よ
う
な
区
別
は
厳
密
で
は
な
い
。

本
論
で
は
資
料
で
「
琴
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
そ
の
ま
ま
「
琴
」

と
表
記
す
る
。

四　
http://w

w
w

.gsi.go.jp/bousaichiri/hillshadem
ap.htm

l　

よ
り
。

五　
『
尾
張
名
所
図
会
』
巻
第
一
に
は
、
清
寿
院
の
境
内
に
「
み
せ
物
」
の

小
屋
掛
け
が
描
か
れ
て
い
る
（
岡
田
、
野
口　

一
八
四
四
）。
ま
た
、
幕



47

末
に
は
大
須
観
音
の
裏
に
遊
郭
も
作
ら
れ
た
（N

etw
ork 2010, http://

netw
ork2010.org/article/108

）。　

六　

後
述
す
る
が
、
こ
の
店
は
現
在
も
同
所
で
営
業
し
て
い
る
。http://

w
w

w
.ooooosu.com

/

三
味
線
屋
『
浅
田
屋
』-

6
代
目-

吉
田
和
正/

七　

靴
デ
ザ
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
ス
ク
ー
ル
運
営
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
。http://m

adeinnagoya.com
/m

ake_shoes.htm
l

八　

こ
の
資
料
に
は
、
田
鍋
惣
七
は
「
創
業　

嘉
永
四
年
」（
一
八
五
一
）

と
記
さ
れ
て
い
る
。

九　
『
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
出
品
部
類
目
録
』（
一
八
九
五
）（
資
料

（8）
）

に
初
め
て
名
が
見
え
る
。

一
〇　

国
際
日
本
文
化
研
究
所
所
蔵
。
ウ
ェ
ブ
公
開
。http://lapis.

nichibun.ac.jp/chizu/santoshi_2296.htm
l

一
一
　
愛
知
県
「
愛
知
県
庁
舎
の
歴
史
」https://w

w
w

.pref.aichi.jp/
soshiki/zaisan/0000022202.htm

l

一
二　

大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
「
沿
革　

松
坂
屋
の
歴
史
」http://w

w
w

.
daim

aru-m
atsuzakaya.com

/history.htm
l

一
三　

日
本
蓄
音
器
商
会
（
日
本
フ
ォ
ノ
グ
ラ
ム
）
は
今
日
の
日
本
コ
ロ
ム

ビ
ア
の
前
身
。https://colum

bia.jp/com
pany/corporate/history/

index.htm
l

一
四　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所　

https://w
w

w
.nhk.or.jp/bunken/

about/history.htm
l

一
五　

国
際
日
本
文
化
研
究
所
所
蔵
。
ウ
ェ
ブ
公
開
。

　

http://lapis.nichibun.ac.jp/chizu/santoshi_2267.htm
l

一
六
　
以
下
の
サ
イ
ト
で
写
真
が
閲
覧
で
き
る
。http://netw

ork2010.
org/article/85

一
七
　
内
国
勧
業
博
覧
会
は
一
八
七
七
年
か
ら
一
九
〇
三
年
に
か
け
て
五

回
開
催
さ
れ
た
。
一
八
七
七
年
、
一
八
八
一
年
、
一
八
九
〇
年
は
東
京
、

一
八
九
五
年
は
京
都
、
一
九
〇
三
年
は
大
阪
。
詳
し
く
は
東
京
国
立
博

物
館
「
博
覧
会　

近
代
技
術
の
展
示
場
」https://w

w
w

.ndl.go.jp/
exposition/s3/index.htm

l

な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

一
八
　
東
京
都
公
園
協
会
「
日
比
谷
公
園
の
歴
史
」https://w

w
w

.tokyo-
park.or.jp/special/hibiya110th/history.htm

l

一
九
　
小
澤
優
子
に
よ
れ
ば
、「
名
古
屋
音
楽
会
」
は
共
進
会
の
奏
楽
の
た

め
に
俄
に
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
鈴
木
政
吉
ら
が
中
心
と
な
っ
て
、
海

軍
軍
楽
隊
の
奏
楽
経
験
者
に
奏
楽
を
依
頼
し
た
も
の
と
い
う
（
小
澤　

二
〇
一
〇
：
一
三
八
〜
一
三
九
）。

二
〇　

博
覧
会
場
が
公
共
公
園
と
な
っ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
、
高
橋　

一
九
六
六
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

二
一
　
官
報
に
よ
れ
ば
、
第
四
師
団
の
軍
楽
隊
は
一
九
一
二
年
十
二
月
に
創
設

さ
れ
た
。http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2952201?tocO

pened=1

第
四
師
団
軍
楽
隊
の
活
動
に
つ
い
て
は
丹
下 

二
〇
一
八
な
ど
を
参
照
の

こ
と
。

二
二　

雑
誌
『
音
楽
界
』
二
四
七
号
「
中
京
楽
報
」（
三
七
〜
三
九
頁
）
よ
り
。

二
三　
『
第
十
回
関
西
府
県
連
合
共
進
会
記
念
写
真
帖
』
九
九
頁
。
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二
四
　『
鶴
舞
公
園
管
理
運
営
方
針
』
よ
り
「
沿
革
」
参
照
（
名
古
屋
市
緑

政
土
木
局　

二
〇
一
四
）。
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国会図書館のデジタルライブラリーで公開されているものはURLを示した
番号 発行年 書 名 内 容 編集者／発行者 URL
(1) 1871 『名越各業独案内』 名古屋の商工業者目録 林屋正三編 n/a

(2) 1877 『明治十年内国勧業博覧会出
品目録　第二冊』

内国勧業博覧会の出品
者目録

内国勧業博覧会事務局
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/801849

(3) 1884 『尾三農商工繁昌記』 愛知の商工業者目録 川瀬善一編/積立社
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/803768

(4) 1890 『愛知県人物誌』 愛知の商工業者目録 奥村環
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/900049

(5) 1890 『第三回内国勧業博覧会褒賞
授与人名録』

内国勧業博覧会の受賞
者目録

内国勧業博覧会事務局
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/801912

(6) 1894 『愛知県実業家人名録』 愛知の商工業者目録 小尾堅之助編/愛知博文社
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/778974

(7) 1894 『名古屋市独案内』 名古屋の商工業者目録 神谷鋳三郎編/金池堂
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/765229

(8) 1895 『第四回内国勧業博覧会出品
部類目録』工業下

内国勧業博覧会の出品
者目録

第四回内国勧業博覧会事務局
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/801935

(9) 1903 『第五回内国勧業博覧会受賞
人名録』

内国勧業博覧会の受賞
者目録

小倉政次郎編/東浪館書房
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/801990

(10) 1909 『名古屋商工人名録』 名古屋の商工業者目録
佐野敏三郎編/名古屋商業会
議所

http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/780043

(11) 1910 『名古屋案内』 名古屋の商工業者目録 浪越鯱麿編/参元堂
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/765225

(12) 1910 『名古屋商工案内』（楽器、
蓄音器）

名古屋の商工業者目録 名古屋商業会議所
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/803733

(13) 1910 『名古屋知名人士肖像一覧』 名古屋の有名人目録 中村牧陽編/中村写真館
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/778474

(14) 1911 『名古屋商工案内』 名古屋の商工業者目録
名古屋商業會議所編/扶桑新
聞社

http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/1083777

(15) 1912 『交信資要』 商工業者目録 商工重宝社
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/803657

(16) 1912 『京阪商工営業案内』 京阪神の商工業者目録 佐藤純吉編/実業の京阪社
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/945942

(17) 1913 『名古屋の実業』 名古屋の商工業者目録 岡田明徳編/名古屋勧業協会
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/951661

(18) 1914 『第二回貿易製産品共進会出
品人名録 』

貿易製産品共進会出品
人目録

川島右次編/第二 回貿易製産
品共進会

http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/909472

(19) 1914 『名古屋商工案内』 名古屋の商工業者目録 名古屋商業会議所
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/945251

(20) 1915 『名古屋商工案内』 名古屋の商工業者目録 名古屋商業会議所
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/945249

(21) 1916 『東京大正博覧会審査報告』
一巻

東京大正博覧会出品者
目録

東京府
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/954706

(22) 1917 『名古屋商工案内』 名古屋の商工業者目録 名古屋商業会議所
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/945248

(23) 1920 『名古屋商工案内』 名古屋の商工業者目録 名古屋商業会議所
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/945250

(24) 1923 『愛知県商業名鑑』 愛知の商工業者目録
愛知県産業部編/長谷川活版
所

http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/950553

(25) 1924 『関西四大都市商工名鑑』
関西四大都市商工業者
目録

大阪商工協会
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/922372

(26) 1926 『愛知県商工業名鑑』 愛知の商工業者目録 愛知県商工業名鑑出版事務所
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/911327

(27a) 1928 『名古屋商工案内』（楽器） 名古屋の商工業者目録 名古屋商業会議所
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/1030113

(27b) 1928 『名古屋商工案内』（蓄音
器、ラヂオ）

名古屋の商工業者目録 名古屋商業会議所
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/1030113

(28) 1935 『名古屋豊橋岡崎一宮瀬戸職
業別電話帳』

名古屋とその近郊の電
話帳

逓友協会
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/1027065

(29a) 1938 『名古屋商工案内』（楽器、
蓄音器）

名古屋の商工業者目録 名古屋商業会議所
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/1115616

(29b) 1938 『名古屋商工案内』（ラジ
オ）

名古屋の商工業者目録 名古屋商業会議所
http://dl.ndl.go.jp/info:
ndljp/pid/1115616

表一　名古屋楽器商資料一覧
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備考1　ジャンルの記号　

　　　　T= 伝統和楽器: MQ=明清楽器; VN=ヴァイオリン; ORG=オルガン; B=書店 (楽器扱う）

備考2　ジャンルの記号は地図の中の記号と一致する

資料発行年 1871 1877 1884 1890 1894 1895 1903 1909 1910 1912
ジャンル

名前　　　　　資料番号
(1) (2) (3) (4)(5) (6)(7) (8) (9) (10) (11)(12)

(13)
(15)(16)

T 浅田屋太右エ門 ○

T 浅田屋　吉田斧吉 ○ ○ ○

T 釘屋又兵衛 ○ ○ ○

T 平野小市 ○ ○ ○

T とら屋又兵衛 ○

T 鶴屋（林治兵衛) ○ ○ ○ ○ ○

T 中宗(田鍋惣七) ○ ○ ○ ○

T 小林小五郎  ○ ○ ○

T 琴栄（田中栄三郎) ○ ○ ○ ○

T 小林倫祥 ○ ○ ○ ○

T 岡部善七 ○ ○

T 柏屋(田中五三郎) ○ ○

T 田中屋(高山輿助) ○

T 杉浦悦太郎 ○

T 浅田屋　(田中梅吉) ○

T 森金三郎 ○

T 片岡友次郎 ○

T 浅田屋(加藤房吉) ○

T 浅田屋藤次郎 ○

T 石井伊六 ○

T 明治屋(石井伊三郎) ○

T 近藤商店 ○

MQ 鈴木重臣 ○

MQ 一色享三郎 ○

VN 鈴木政吉 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ORG 三輪オルガン ○ ○ ○ ○ ○

ORG 三輪（高木源吉） ○ ○ ○

B 文星堂（星野つね） ○ ○ ○

表二　明治期の資料に現れる楽器商
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備考1　ジャンルの記号　 T= 伝統和楽器: MQ=明清楽器; VN=ヴァイオリン; ORG=オルガン; B=書店 (楽器も扱う）

備考2　ジャンルの記号は地図の中の記号と一致する。

備考3　住所欄の(  )内の1ケタまたは2ケタの数字は表一の資料番号と対応する。

ジャンル 名　前 住　所

T 浅田屋太右エ門 門前町 (1871) (1)
T 浅田屋　吉田斧吉 裏門前町2ノ5 (1877)(2)/ 創業 1760?/1803 (HP)(16)/現存

T 釘屋又兵衛 宮町4丁目 (1871)(4)
T 平野小市 平野町1丁目 (1871)(4)
T とら屋又兵衛 門前町3ノ6 (1871)(4)/ 支店 針屋町4ノ12 (1928)(27a)

T 鶴屋（林治兵衛) 上園町3丁目 (1894)(6)/下長者町1丁目9 (1909)(10) /御幸本町通6ノ2 (1938)(29a)/ 支店　東京

市日本橋区薬研堀町39 (1923)(24)/創業1850年代? (24)

T 中宗(田鍋惣七) 袋町5ノ13 (1894)(6)(7)/ 支店：中区玉屋町4丁目（琴) (1920)(23)/袋町289 (1909)(10)/ 御幸本

町通9ノ4 (1935)(28)/ 創業 1830年代? (16)(24), （本店：一宮市）

T 小林小五郎 茶屋町1ノ15 (1903)(9)/ 創業 1876年7月 (24)

T 琴栄（田中栄三郎) 下長者町2丁目96 (1894)(6)/ 南桑名1ノ2 (1935) (28)（田中惣太郎本店：一宮市 創業 1830年
代? (16))

T 小林倫祥 袋町5ノ4 (1894)(6)(7)
T 岡部善七 針屋町1丁目15地 (1895)(8)/ 創業 1895年4月 (24)
T 柏屋(田中五三郎) 下長者2ノ17 (1895)(8)/ 創業 1830年代?(16)/1876 (HP) ⑯/ 東京移転 1953 (現存)

T 田中屋(高山輿助) 袋町4丁目(1912)(16)/ 創業 1860年代? (16)
T 杉浦悦太郎 下長者町1丁目 (1890)(4)
T 浅田屋　(田中梅吉) 下長者町2丁目  (1894)(7)
T 森金三郎 伏見町2 (1909)(10)
T 片岡友次郎 下長者町91 (1909)(10)
T 浅田屋(加藤房吉) 伊倉町2 (1912)(16)/ 創業 1820年代? (16)
T 浅田屋藤次郎 七間町5丁目 (1912)(16)/ 創業 1880年代? (16)
T 石井伊六 伊倉町3丁目 (1912)(16)
T 明治屋(石井伊三郎) 伊倉町3丁目 (1912)(16)
T 近藤商店 東川端町2丁目21 (1912)(16)

MQ 鈴木重臣 堅三ツ蔵町 (1894)(7)
MQ 一色享三郎 入江町 (1894)(7)

VN 鈴木政吉
東門前町3丁目53 (1890)(5)/ 工場　松山町8地 (1910)(12)/ 分工場　石神堂町 (1915)(20)/分工

場　往還町 (1917)(22) /創業 1888年2月(24)/ 現存

ORG 三輪オルガン 駿河町1丁目 (1894)(6)(7)/ 久屋町 (1903)(9)/ 南新町2 (1909)(10)
ORG 三輪（高木源吉） 駿河町 (1895)(8)/駿河町2丁目(1912)(15)

B 文星堂（星野つね）
本町5丁目 (1909)(10)/ 文星堂小売部玉屋町3ノ11 (1915)(20)/ 御幸本町通8ノ16  (1935) (28)/書
店創業1893 (24)/ 現存

表三　明治期の資料に現れる楽器商の住所
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備考　P= 蓄音器、レコード;    R=ラジオ

資料発行年 1911 1914 1915 1917 1924 1926 1928 住　所 

名前           資料番号 (14) (19) (20) (22) (25) (26) (27b) (29a) (29b)
後藤商店（時計店） P P P P 玉屋町4丁目

愛知時計電機 P P P 東川端町9丁目

水野信次郎 P P P 城番町5地
知新堂 P P P 新柳町6丁目

日本蓄音器商会支店 P P P P 末広町3
安井友三郎 P 栄町1丁目

三悦蓄音器商会 P P P PR P 新柳町7丁目/熱田伝馬町2ノ8 (支店、1938)
長谷川時計鋪 P PR 玉屋町4丁目

三幅商会 P P 栄町4
江崎蓄音機商会 P P PR P 栄町6ノ6/ 栄町4
帝国発明社 P PR 裏塩町2
佐藤商店 P 裏塩町1
名古屋楽器製造会社 P 小川町70
永和堂 P 小林町6
日本楽器製造会社 P 栄町2
星野楽器店 P 玉屋町3
日本考案楽器声光社 P 西川端町

佐橋鋼鉄所 P 古渡町5
山口屋商店 P 南園町

池田喜一郎 P 門前町3
アサヒ蓄音器商会 P P 東大曽根300
老松製作所 P P 老松町4ノ42 ／千種区千種通2ノ5
名古屋商事 P 東松山町7
濃尾商会 P 新柳町4ノ4
眞野一二三/すゑ P P 東陽町5ノ21 ／新栄町2ノ8
三越合同商会 P 伊倉町3ノ24
田口滋 P 栄4丁目

小澤金一 P 橘町2ノ14
三悦商会 P P 伝馬町2ノ8
三悦蓄音器　柳橋支店 P 東柳町46
豊明合資会社 P 南園町2ノ41
三平 R 栄2丁目

安田分店 R 新柳町4ノ2
ラヂオ電気商会 R 南大津町1ノ1
山口写真機店 R 門前町4ノ83
太陽堂 R 南大津町1ノ5
服部鏡一 R 南大津町1ノ3
渡辺利三郎 R R 裏門前町3ノ24 /2ノ26
奥村敬一郎 R 裏門前町3ノ39
ニッポン堂（加藤） P 明道町17
ニッポン堂（石黒） R R 栄町2ノ11
坂本清蔵 R 禰宜町4ノ1
社本繁雄 R 東田町2ノ34
福井保蔵 R 南外堀町3ノ1
第一ラヂオ R 三輪町10

1938

表四　名古屋の蓄音器、レコード、ラジオ店
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名蓄商会 P 大曽根町南4 / 門前町4ノ13
下山智一 P 朝日町1ノ4
村瀬卯吉 P 金沢町1ノ3
梶浦清五郎 P 矢場町5ノ切57
日本ビクター蓄音器支店 P 末広町2ノ9
宮地鉎造 P 駿河町2ノ103
濃尾蓄音器商会 P 広小路通4ノ5
寺山実夫 P 八百屋町1ノ1
アイチ蓄音器商会 P 矢場町1ノ1
大喜商会 P 新栄町6丁目

尾張屋商会 P 住吉町2ノ6
小野山商会 P 西川端町4ノ41
野口喜三郎 P 千種区今池町2ノ49
梅田蓄音器製作所 P 昭和区洲原町1ノ5
伊藤安太郎 P 西境町4ノ13
小菅甚右衛門 P 矢田町6ノ26
和木鉄工所 P 百人町14
春日商会 P 江川町1ノ8
宇野寛司 R 三輪町10
木村無線電気名古屋店 R 岩井通3ノ22
社本敏雄 R 東田町2ノ24
長瀬幸蔵 R 大池町4ノ6
森山清次 R 久屋町8ノ3
丸大大橋商店 R 東洲崎町60
平本徳次郎 R 中村区牧野町出郷前
青木義八 R 東大曽根町本通5
青木商会 R 押切町5ノ46
井戸克己 R 南小川町54
中野無線電機商会 R 南園町1ノ10
合電商会 R 東柳町81
メロホン R 門前町5ノ60
星島清 R 千種区高松町1ノ2
大島武雄 R 池田町8
小川清 R 下日置町39

表四　つづき


